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このたびは、充電台をお買い上げいただき、まことにありがと
うございました。

・この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
特に「安全上のご注意」（3～5ページ）は、ご使用前に必ず
お読みいただき、安全にお使いください。お読みになったあ
とは、保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みく
ださい。

・保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ず確か
め、販売店からお受け取りください。

保証書別添付
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本機はPLL赤外線ワイヤレスマイクロホン（WX-LT100、WX-LT300）（以下、
マイクロホン）専用の充電台です。

・ニッケル水素電池をマイクロホンに装着したままで充電ができます。
ハンドヘルド型マイクロホン（WX-LT100）またはペンダント型マイクロホ
ン（WX-LT300）を2本同時に、また、ハンドヘルド型マイクロホンとペン
ダント型マイクロホンの場合は、それぞれ1本ずつ同時に充電できます。

商品概要

付属品をご確認ください

取扱説明書（本書）……………… 1冊
保証書 …………………………… 1式

以下の付属品は取付工事に使用します。
ハンドヘルド型マイクロホン用
アダプター…………………………2個
電源コード…………………………1本

弊社はいかなる場合も以下に関して一切の責任を負わないものとします。

① 本商品に関連して直接または間接に発生した、偶発的、特殊、または結果的
損害･被害

② お客様の故意、誤使用や不注意による損害または本商品の破損など

③ お客様による本商品の分解、修理または改造が行われた場合、それに起因す
るかどうかにかかわらず、発生した一切の故障または不具合

④ 本商品の故障･不具合を含む何らかの理由または原因により、放送ができない
などで被る不便･損害･被害

免責について

記号のみかた

：使用上のヒントが書かれています。
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必ずお守りください

異物を入れない

禁止 

水や金属が内部にはい
ると、火災や感電の原
因になります。

安全上のご注意

お使いになる人やほかの人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ず
お守りいただくことを、次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次
の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は絵表示の一例です。）

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が
想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害の
みが発生する可能性が想定される」内容です。

¡ただちに電源プラグを抜いて、
販売店にご連絡ください。

分解しない、改造しない

火災や感電の原因にな
ります。
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異常があるときは、すぐ使
用をやめる

煙が出る、臭いがする
など、そのまま使用す
ると火災の原因になり
ます。

¡ただちに電源プラグを抜いて、
販売店にご連絡ください。

不安定な場所に置かない

落下などでけがの原因
になります。

禁止 

電源コードは、必ずプラグ
本体を持って抜く

コードが傷つき、火災
や感電の原因になりま
す。

電源プラグのほこりなどは
定期的にとる

プラグにほこりなどが
たまると、湿気などで
絶縁不良となり、火災
の原因になります。

¡電源プラグを抜き、乾いた布で
ふいてください。

電源プラグは根元まで確実
に差し込む

差し込みが不完全です
と、感電や発熱による
火災の原因になります。

コンセントや配線器具の定
格を超える使いかたや、交
流100 V以外での使用は
しない

たこ足配線などで、定
格を超えると、発熱に
よる火災の原因になり
ます。

¡傷んだプラグ、ゆるんだコンセ
ントは使用しないでください。 禁止 
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ぬれた手で、電源プラグの
抜き差しはしない

感電の原因になります。

機器の上や周囲に水などの
入った容器を置かない

水などが中に入った場
合、火災や感電の原因
になります。

¡ただちに電源プラグを抜いて、
販売店にご連絡ください。

電源コード・電源プラグを破損するようなことはしない

傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になります。

¡コードやプラグの修理は販売店にご相談ください。

傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、無理に曲げた
り、ねじったり、引っ張ったり、重いものを載せたり、束ねた
りしない( )

禁止 

湿気やほこりの多い場所に
設置しない

火災や感電の原因にな
ります。

禁止 
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使用上のお願い

に記載されている内容とともに、以下の項
目をお守りください。

使用電源は、AC100 Vです。
消費電力の大きな機器（複写機、空調機器など）と同じコンセントから電源
をとらないでください。

使用温度範囲は、＋5 ℃～＋35 ℃です。
この温度範囲以外で使用すると、内部の部品に悪影響を与え、故障または誤
動作の原因になります。

以下の場所には設置しないでください。
¡お子さまの手の届く場所（落下・けが防止のため）
¡直射日光の当たる場所
¡振動の多い場所や衝撃が加わる場所
¡結露しやすい場所、温度差の激しい場所、水気（湿気）の多い場所
¡厨房など蒸気や油分の多い場所
¡傾斜のある場所

結露について
結露は、故障の原因になりますので注意してください。
以下のようなときに結露が発生しやすくなります。
¡湿度が高いとき
¡冷たい場所から、温度や湿度の高い場所に移動したとき
結露が発生した場合は、1～2時間程度放置して、結露がなくなったことを確
認してから電源を入れてください。

電源について
電源コードの電源プラグは、必ず遮断装置を介して、次のいずれかの方法で
接続してください。
¡本機は、コンセントや電源制御ユニットに容易に手が届く場所に設置する。
¡3.0 mm以上の接点距離を有する分電盤のブレーカーに接続する。
ブレーカーは、保護アース導体を除くすべての極が遮断できるものを使用
すること。

¡電源制御ユニット（WU-L62）などの電源を遮断できる装置のコンセント
を介して接続する。

¡アース接続は必ず主電源プラグを主電源につなぐ前に行う。
またアース接続を外す場合は、必ず主電源プラグを主電源から切り離して
から行うこと。

電源コードは、必ず本機に付属のものを使用してください。本機付属以外の
電源コードでは使用できません。また、本機以外の機器に付属の電源コード
を使用することはできません。
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電池の使用について
¡マイクロホンに使用する充電池は、単3形ニッケル水素電池（パナソニッ
ク製HHR-3MPSまたはHHR-3XPS）2本を使用してください。

¡乾電池、または種類・容量・銘柄の違う電池を混ぜて使用しないでくださ
い。電池を漏液、発熱、破裂させる原因になります。

¡新旧の電池、および充電した電池と放電した電池を混ぜて使用しないでく
ださい。電池を漏液、発熱させる原因になります。

マイクロホンについて
¡マイクロホンを抜き差しする際は、本体を押さえて行ってください。

お手入れについて
¡汚れたときは、水で薄めた台所用洗剤（中性）を柔らかい布にしみ込ませ、
固く絞ってから軽くふいてください。そのあと、乾いた柔らかい布で洗剤
成分を完全にふき取ってください。ベンジン、シンナーなどでふいたりし
ますと変質したり、塗料がはがれることがありますので避けてください。
化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きにしたがってください。

¡長期間使用しない場合電源スイッチを「切」にして、電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。

¡水滴または水しぶきのかからない状態で使用してください。
¡花瓶など液体の入ったものを機器の上に置かないでください。

各部のなまえと働き

¡マイクロホンに使用する充電池は、単3形ニッケル水素電池（パナソニ
ック製HHR-3MPSまたはHHR-3XPS）2本を使用してください。

q 充電挿入口
マイクロホンを挿入して充電します。

w 電源表示灯（緑色）
電源「入」時、緑色で点灯します。

e AC100 V入力端子
電源コードによりAC100 Vを供
給します。

r 電源スイッチ
本機の電源を「入/切」します。

q ew

前面 後面 

r
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使いかた

1 電源コード（付属品）をACコンセントへつなぐ

2 本機の電源を入れる
電源表示灯が緑色に点灯します。

3 マイクロホンを挿入する
ハンドヘルド型マイクロホン（WX-LT100）を充電する場合は、ハンドヘ
ルド型マイクロホン用アダプター（付属品）を装着し、マイクロホンを挿入
します。
ペンダント型マイクロホン（WX-LT300）を充電する場合は、そのままマ
イクロホンを挿入します。
マイクロホンを本機に挿入時、充電表示灯の赤色によってマイクロホンの状
態を以下のように示します。

消灯　　：充電池が挿入されていません。
遅い点滅：充電中です。
点灯　　：充電完了です。
早い点滅：充電式以外の電池が使用されている可能性があります。

電池を確認してください。

4 充電完了後には、必ず充電台の電源を切る

¡マイクロホンの電源スイッチは必ず切ってから充電してください。
¡マイクロホンを充電台に挿入した際、充電表示灯が点灯しない場合は、
マイクロホンが確実に差し込まれているかを確認してください。

¡充電池のみの充電はできません。充電池はマイクロホンに装着してから
充電してください。

¡充電時間は電池の種類や使用状況によって異なりますが、約7時間で完了
します。

¡誤って乾電池を入れているマイクロホンを充電台に挿入した場合、充電
表示灯は点灯しますが、マイクロホンに内蔵されているセンサーにより
充電はされません。乾電池によって、早い点滅になるまでの判定に時間
がかかる場合があります。

¡充電中は、マイクロホンの使用はできません。

DC5V(充電用)

充電表示灯 

後面 

電源コード（付属品） 
※アースを接続してください 

1
2, 4

3

AC100 V

WX-LT100
WX-LT300

充電表示灯 

ハンドヘルド型マイクロホン用 
アダプター（付属品） 

電源表示灯 

電源スイッチ 

■充電のしかた
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■束線のしかた

1 クランプのレバーを下げながら手
前にずらす

2 ACプラグを差し込む

3 クランプをACプラグ 面に当
たるまで押し込む

4 クランプをロックする

レバーを下げ 
ながらずらす 

3

2
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電　　源 AC100 V 0.3 A
定格出力 DC5 V 2 A
対応充電池 単3形ニッケル水素電池

（パナソニック製HHR-3MPSまたはHHR-3XPS) 
充電時間 約7時間
使用温度範囲 ＋5 ℃～＋35 ℃
寸　　　法 幅210 mm 高さ123 mm 奥行き105 mm

（ハンドヘルド型マイクロホン用アダプター含まず）
質　　　量 約1.1 kg
仕　上　げ ABS樹脂黒色塗装

故障かな!?

修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。
これらの処置をしても直らないときや、この表以外の症状のときは、お買い上げ
の販売店にご相談ください。

症　　状 原　因　・　対　策 参照ページ

¡電源プラグがACコンセントに確実
に接続されていますか？

a接続されているか確認してください。
電源が
入らない

8

マイクロホン
を差し込んで
も充電中表示
灯が点灯しな
い
（点灯するが数
分後に消灯す
る）

仕様

¡電源スイッチは「入」になっていま
すか？

a電源スイッチを「入」にしてください。
7、8

¡マイクロホンが確実に差し込まれて
いますか？

aマイクロホンを確実に差し込んでく
ださい。

8

¡マイクロホンに充電池が入っていま
すか？

a充電池を入れてください。

WX-LT100、
WX-LT300の
取扱説明書
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保証とアフターサービス よくお読みください

修理・お取り扱い・お手入れ
などのご相談は…

まず、お買い上げの販売店へ
お申し付けください

10ページの表に従ってご確認のあと、なお異常のあるときは、電源コードを
電源コンセントから抜き、お買い上げの販売店へご相談ください。

修理を依頼されるとき

¡保証期間中は
保証書の規定にしたがって、出張修理をさせていただきます。

¡保証書の規定にしたがって、出張修理をさせていただきます。
修理すれば使用できる製品については、ご要望により修理させていただき
ます。下記修理料金の仕組みをご参照のうえご相談ください。

¡修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。

は、診断・故障個所の修
理および部品交換・
調整・修理完了時の
点検などの作業にか
かる費用です。

は、修理に使用した部品
および補助材料代で
す。

は、お客様のご依頼によ
り製品のある場所へ
技術者を派遣する場
合の費用です。

出張料

部品代

技術料

■ 保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店から
お受け取りください。よくお読みのあと、保存してください。

■ 補修用性能部品の保有期間
当社は、この充電台の補修用性能部品を、製造打ち切り後7年保有しています。
注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

保証期間：お買い上げ日から本体1年間

ご連絡いただきたい内容

製 品 名

品 　 番

お買い上げ日

故障の状況

充電台

WX-LZ100

年　　月　　日

できるだけ具体的に
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ブロードメディア本部 

WX-LZ100

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です） 

お買い上げ日 年　　　月　　　日 品番 

販 売 店 名  
電話（　　　　）　　　－　　　 

〒223-8639  横浜市港北区綱島東四丁目3番1号 
電話　フリーダイヤル　0120-878-410

充
電
台
　

W
X

-LZ
100

取
扱
説
明
書

© 2007  Matsushita Electric Industrial Co.,Ltd. All Rights Reserved.

3TR004798AAA
ASe0107-0

Printed in China
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